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はじめに
r井伏鱒二著作調査ノート　(その一) - 『井伏鱒二全集』別巻Ⅱ掲載「著作目録」以後-」 (本誌第14号、
2003年2月10日)、 「井伏鱒二著作調査ノート(その二) -『井伏鱒二全集』別巻Il掲載r著作目録」以後-」
(本誌第16号、 2005年1月20日)に続いて、新たに初出を確認したものを含め、記載するべき井伏著作(複写)
その他を入手することができたので、ここに報告する.
調査にあたっては、石山洋ほか締『明治・大正・昭和戦前期雑誌記事索引集成人文科学編』第19巻く映画・
演芸3) (暗星社、 1996年3月25日)、複刻版『朝鮮行政』別巻(総目次・索引・解説) (ゆまに書房、 2004年8
月24日)、複刻版『NIPPON』別冊(第3期全17冊付録) (国書刊行会、 2005年11月250)、占領期雑誌記事情報
データベース〔http://prangedb.kicx.jp/〕、神奈川近代文学館特別資料検索〔http;//www.kanabun.or.jp/tkensaku.
html〕を利用させていただいた。
掲載資料については岩崎文人氏の御厚意に甘え、また、日本近代文学館、神奈川近代文学館、日本近代音楽館、
国立国会図書館、大阪府立中央図書館、岡山大学附属図書館の資料を利用させていただいた。
記して、感謝申し上げる.
調査が至らず、書き加えるべきものが多々あろうかと思う。 〒673-1494兵庫県加東市下久米942-1兵庫教育
大学社会・言語学系前田貞昭(研究室直通電話兼用ファックス: 0795-44-2083、 e-mail:sadm@hyogo-u.ac.jp)
まで御教示賜われば誠に幸いである.
凡例
1.作品・談話・アンケート回答・座談会などに分類せず、年代順に並べた。
2.個別の標題を持たないものは、欄名などを〔 )で括って仮の標題とし、また、行末で省略された句読点
は〔 〕で括って補うなど、 〔 〕内には前田が附した文書などを入れた。
3.発行日・印刷日・発行所.弟行人などについての記載は現物奥附に従った。現物奥附には「印刷日」 「印
刷納本日」あるいは「編輯兼鞭行者」 「編輯鞍行人」、「印刷」 「印刷者」 「印刷人」などの表示が混在してい
るが統一しなかった。
4.人名・社名・地名などの固有名詞と引用文のうち、当該資料で旧漢字が使われていて、原則として、 JIS
第1水準・第2水準で対応できる場合は、原文の漢字字形を尊重するように努めた。
5.校異を示す場合は、本文の後の( )内に、該当の貢・行を示した。　その際、原則として、標題・著者名
などは行数に含み、行空きは教えなかった。なお、 /の後に示した頁・行は、当核本文を収録した新版全集
のそれである.
猫柳の花
株式会社大阪毎日新聞社(大阪市北匪堂島上二丁目三六番地)発行『サンデー毎日』第11年第9号
(特輯　春のエロチシズム) (1932年2月21日発行)の35頁に「春のエロチシズム」の1篇として掲
載。挿画・名越国三郎。編輯人兼印刷発行人・荒木利一郎、発売所・大阪毎日新聞社/東京日日新聞
社、定価12銭。
井伏作品から始まる「春のエロチシズムJ欄には、十一谷義三郎「春宵諸本」、髄臆寺雄「蝿を警
戒せよ」、岡田頼子「仲人をした新聞紙」、矢田津世子rドンファンの不発」、北村小松「紹介状」、岡
田三郎「春はアパートヘ」が掲載されている。
パラルビ。本文は1段が15字×45行で、 8段で組まれた35頁の7段目31行目までを占める。ただし、
本文中央に24行取り4段抜きで、標題・挿画・筆者名などを掲載しているため、作品本文は400字詰
原稿用紙で8枚弱の分量である。
本作晶は算用数字の「1」～ 「4」で計4節に分けられ、 「雑誌の口絵や新聞の鴬眞版などには、
ときどき季節むきの絵を載せてある。冬の終りころの季節になると、柳の枝が池の水面にとゞくほど
垂れて、わづかばかり芽が出てゐる絵が載せてあったり、或ひは水の上を家鴨が泳いでゐて岸には猫
柳の花が咲いてゐる絵が載せてあったりする。これはすこしも珍らしくない春先きの風景であるが、
いかにも春が近づいてゐることを知らせるにはたいヘん便利な風景童である。」と始まる。ある日、
そういう池のほとりに散歩に出た「私」は、一人の少女と一人の青年が密会している場面に出会して、
その二人の会話から様々な想像をめぐらせる。
その後の再録はなく、新版全集にも未収録。
朝鮮人参
帝囲地方行政畢舎(東京市京橋区銀座西七丁目一番地)発行『朝鮮行政』第1拳第3号(3月号、
1932年2月23日印刷納本、 1932年3月1日発行)の231頁-235頁に「随筆」として掲載。編輯兼発行
者・能勢岩音、印刷者・白井祐吉、印刷所・行政拳舎印刷所第二工場、定価50銭。
ルビなし。本文は1頁27字×18行× 2段組。
233頁上段は挿画が占めるため、作品本文は400字詰原稿用紙で9枚強の分量である。 「震災前の話で
あるが私が牛込鶴巻町に下宿していゐたころ、朝湯に行くといっも私と同じ時刻にお湯にはいりに来
る青年がゐた」と始まる。その青年は「いま・大船の松竹撮影所の幹部俳優になってゐる石山龍嗣」で、
当時、石山も貧乏暮らしをしていた。その石山の隣の部屋にいた朝鮮の掬さんという留学生が、石山
への土産に郷里から朝鮮人参を持ち帰って来た。その朝鮮人参を石山は質に入れ、やがて「私」がそ
の朝鮮人参を譲り受けたのだが、 「私」も大道生薬屋に譲り渡した。その大道生薬屋は商売のタネに
したらしい‥‥・という　「私」の東京生活に取材した随筆。 「難肋集」にも簡単に触れられている(新
版全集第6巻41頁)。
本文・目次の標塔にはそれぞれ角番で「随筆J　とある。
その後の再録はなく、新版全集にも未収録。
私の散歩癖
株式会社大阪毎日新聞社(大阪市北匿堂島上二丁目三六番地)発行『サンデー毎日』第11年第32号
(1932年7月3日発行)の16頁、 「本誌新提唱/歩きませう」欄のアンケート「名士と散歩」回答と
して掲載。編輯人兼印刷舞行人・荒木利一郎、発売所・大阪毎日新聞社/東京日日新聞社、定価12銭。
「散歩してゐますが、私は散歩に出ると一日ぢゆう歩きまはる癖があるので、たいヘん疲れます。
けれど散歩は簡単にきりあげるのがいゝといふことは理窟で知ってゐます。」以上、井伏回答全文。
その後の再録はなく、新版全集にも未収録。
Urashima Taro　　- One of the most ancient and delightful legends in Japan -
日本工房(東京市京橋区銀座六丁目四交諭ビル)発行『NIPPON』第3号(1935年4月15日印刷、
1935年4月20日発行)の45貢～48頁に掲載。編輯兼発行者・名取洋之助、印刷者・君島潔、印刷所・
共同印刷株式会社、日本内地発売元・丸善株式会社、定価1円80銭。
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英文。これに相当する邦文は「浦島太郎-日本の最もいにし-の懐しき物語-」 (第2次『三
田文学』第10巻第5号、 1935年4月20日印刷、 1935年5月1日発行)と思われるが、必ずしも、和英
両文が細部にわたって忠実に対応しているわけではない。例えば、 Urashima Taro本文冒頭は、
While sauntering at summer by the ocean, one is sometimes surprised to find the large
dark shell of a turtle, which seems to have come to sight suddenly from nowhere. This
animal, with its looks of a flat rock, is so clumsy and slow in motion that at first it seems to
represent nothing but monotonous honesty. If watched, however, he will creep away toward
the sea with a curious shyness of his own and with such an air of serious purpose that one
is tempted to follow him, to forget one's own size, and to ride on his back into the
mysterious depths.
と始まり、 「浦島太郎」の方は、
われわれは夏場の海岸ヘ避暑に行ってゐて、たまたま波うちぎわや砂丘のかげなどで大きな海
亀を見つけて途端びっくり仰天することがある。一筒の平ったい岩石のやうなこの動物は、逃げ
足も遅く一見あくまでも実直な感じである。このどことなく思慮深さうにのっそりと逃げて行く
大きな海亀を見てゐると、われわれはひとつこいつの背中に乗って海-乗り出して行きたいとい
ふ衝動を感じることがある。 (新版全集第5巻299頁)
とある。また、英文の、
The story-tellers, perhaps because it was beyond their capacity of narration, have
ommitted to tell us details of the pleasant, dreamlike three years that followed at the castle
between Urashima and the Princess. We know, however that at the end of that time the
fisherman grew tired of the idle life and again was thoughtful of his home and native
village.
は、和文では、
しかし乙姫浦島に関する古来からの記録によれば、この男女は夜ごと日ごと夢のやうに楽しい生
活をしたといふだけで、われわれの先祖はそれを具体的に記録してゐない。したがってこの場合、
われわれは単に夢のやうに楽しいといふ形容語で我慢しなければならない。
浦島は約三千年間、夢のやうに楽しい月日を送ってゐたが、しみじみと故郷の人たちや山川が
思ひ出され、望郷の念止み難きものがあった。 (新版全集第5巻301頁)
となっている。
大正池
日本工房(東京市京橋区銀座六丁目四交諭ビル)発行『NIPPON』 (日本版)第1巻第2号(1938
年12月25日印刷、 1938年12月28日発行)の49頁～50真に「コント」として掲載。編輯兼発行者・名取
洋之助、印刷者・君島潔、印刷所・共同印刷株式会社、定価80銭。
本文には「コント」などの表示はなく、目次の標題右肩に「コント」とある。
ルビなし。読点のあるべきところは、全て1字空きとする。
『風俗-随筆集-』 (モダン日本杜、 1940年6月17日)に、同題で初収録.
新版全集第9巻には、初出未確認のまま『風俗』を底本として収録0
以下に、初出と初刊単行本『風俗』との本文の異同箇所を、初出本文- 『風俗』所収本文の順に示
す。ただし、初出が1字空きで初刊単行本が読点になっている箇所は省略した。なお、参考のために
新版全集の該当貫・行を/の後に加えた。
そこへ出向いて行きアンペラでも(49頁上段4行目) →そこへ出向いてアンベラでも(101頁3
行目/214頁3行目)
属する挿話である。 (49頁上段16行目) →属する話である。 (102頁5行目/214頁13行目)
話をした(49頁上段21行目) -話をした、 (102貫10行目/215頁3行目)
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大正池では泳いだりして(49頁下段2行目) →大正池で泳いだりして(103頁11行目/215頁15行
目)
甲州へ出かけた(49頁下段3行目) →甲州に出かけた。 (103頁12行目/215頁15行目)
大菩薩峠にかけ(49頁下段14行目) →大菩薩にかけ(104頁11行目/216頁6行目)
岩月君の地園によると　確かに(49頁下段18行目) →岩月君の地圃によると確かに(105頁3行
目/216頁9行目)
谷崎さんに大正池の(50頁上段4行目) →谷崎さんに、大正池の(107頁4行目/217頁11行目)
信頼を置いてゐた様子で(50頁上段5行目) →信頼を置き(107頁5行目/217頁12行目)
山上の池は　大正池でなく(50頁上段8行目) →山上の池は大正池でなく(107頁8行目/217頁
15行目)
ばらばらと音をたてて散る。 (50頁上段19行目) →ばらばらと音をたてて散る(108頁8行目/218
頁8行目)
計査してゐたが岩月君との(50頁上段21行目)→計豊してゐたが、岩月君との(108頁10行目/218
頁10行目)
会ったとき　大正池の話が(50頁上段24行目) →合ったとき大正池の話が(109頁1行目/218頁
12行目～13行目)
大嫌ひだと(50頁上段27行目) →不用だと(109頁3行目～4行目/218頁15行目)
しかし噂にきけば　谷崎さんは(50頁上段27行目～28行目) →しかし噂にきけば谷崎さんは(109
頁4行目/218頁15行目～16行目)
両氏の脳裡に(50頁上段30行目) →両氏の脳裏に(109頁7行目/218頁18行目)
印象されてしまったやうな趣であった(50頁上段30行目～31行目) →印象されてしまったので
ある(109頁7行目/218頁18行目)
掠鳥(50頁下段4行目) →掠鳥(110頁6行目/219頁8行目。新版全集では「椋鳥」と校訂)
萬力のやうな木製の器械(50頁下段10行目)→臼のやうな木製の器械(110頁12行目/219頁13行
目)
萬力のやうな器械(50頁下段12行目)→臼のやうな器械(111頁2行目/219頁14行目)
そうして例によって大正池には行かなかった。 /今年の夏は(50頁下段28行目～29行目) →さう
して例によって大正池には行かなかった。今年の夏は(112頁6行目/220頁9行目)
いや　こんどこそ是非とも(50頁下段34行目) →こんどこそ是非とも(112頁11行目/220頁14行
目)
(十一月二十六日) (50頁下段35行目) → (十三年十一月二十六日) (112頁12行目/220頁15行目)
〔東京オリムピックには斯うして欲しい〕
株式会社文拳春秋社(東京市麹町区内幸町一ノ三大阪ビルディング)発行『話』第4巻第10号(10月号、
1936年9月3日印刷、 1936年10月1日発行)のアンケート「東京オリムピックには斯うして欲しい」回
答として、 63頁に掲載。発行兼印刷兼編輯人.菊池武憲、印刷所・大日本印刷株式会社榎町工場、定
価40銭。
「競技中、見物人が物云ひをつけてとび出して行くのはよくないと思ひます。いつかアメリカの野
球チームが来たときにもそんなことがありました。この機会にテレヴィジョンなど完成すれば都合が
いいと思ひます。」以上、井伏回答全文。個別の標題はない。井伏の肩書きに「作家」　とある。原文
は総ルビ。
なお、目次には「東京オリムピックにはかうして欲しい‥‥‥諸名家」、掲載頁上欄に「往復葉書回
答」とある。
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二つの作用
輿養と育児社(東京市芝匿芝公園十一統地二番)発行『栄蓑と青児』第8巻第1号(新年号、1938
年12月20日印刷納本、1939年1月1日発行)の「健康随想」欄の22貢に掲載。編輯兼発行人・玉谷高
一、印刷人・渡連一郎、印刷所・中外印刷株式会社、定価5銭。
総ルビ.署名は自筆の写真版.井伏のポートレート1薬を掲載。同欄23頁には森田たま「食ひ意地」
が同じ体裁で掲載されている。
再録。井伏「二つの作用」、森田「食ひ意地」ともに、『現代』第19巻第12号(1938年11月8日印刷
納本、1938年12月1日発行)の日次裏に掲載されているのが、曳時点で確認されている最も早いもの
である。
『栄養と青児』掲載の本文・ポートレート・自筆署名は、『現代』掲載の体裁と同じ。『現代』の「行
く先きは」が『栄養と青児』では「行く先きは」とあり、また、『現代』の「いつも感じるが薬品と
しての」が『栄蓑と青児』では「いつも感じるが、薬品としての」とあるなど、ルビ・読点に僅かな
異同がある。
新版全集第7巻には、『現代』第19巻第12号掲載のものを底本として収録。
『栄養と育児』は〈わかもと〉の宣伝誌であるが、本号(B6判、全44頁)には、健康相談・家庭
医学知識のほかに、連載漫画・連載小説、また、短歌・俳句・川柳に分けた読者文芸欄もあって、一
般誌にもさして見劣りしないほど、その内容は多彩である.もちろん、雑誌の性格を反映して、一般
記事のように見えるが、井伏文と同様に(わかもと)の宣伝を放り込んだものもある。5銭という値
段、入手した現物の表1・表4に「タバコクスリ日用品ノ店/ヒシャ/京都下立貴通堀川東入/電西
陣ロロロロ番」(ロは空白)というゴム版らしい丸印が捺してあるところから判断すると、胃腸栄養
剤(わかもと)の宣伝、販売促進用に薬局・薬店などの店頭で配られたものかと思われる。
なお、本号には、田中貫太郎「農芸元勲秘話/維新怪傑俸」(十三)が掲載され(26頁～31頁)、「讃
者文垂」欄俳句選者も田中が務めている(38頁～39頁)。また、複刻版で見られる『月刊随筆博浪沙』
(1938年8月~1942年4月)にはほぼ毎号(わかもと)の広告が載り、1940年2月に高知県安芸町で
田中が倒れたときも「東京の「わかもと」社員坂本猛猪に電話で取敢えず金策一千円の準備方を頼」
んだと言う(井伏「田中さんのこと」新版全集第25巻19頁)など、胃腸栄養剤(わかもと)の製造・
販売・宣伝組織である、「わかもと本舗」・「栄養と育児の会」・「栄養と育児杜」と、田中との浅くな
い線が推定されるので、井伏文の掲載も田中との関係によるかと思われる。
〔井伏鱒二氏談話〕
高知新聞社発行『高知新聞』夕刊(1939年4月12日発行〔推定〕)の「博浪抄の/田中氏一行来高
/本夜は午後七時から/本社主催文峯清談会へ」の記事中に「井伏鱒二氏」の見出しを附けて掲載。
談話筆記。 r三年振りにやって来た、相欒らず土佐は良い所だ、この前に見落した土佐をうんと見
て行きたいと思ってゐる」以上、井伏談話全文。談話の前には「田岡氏邸に入った一行は樫も終って
早や若葉の庭に土佐の暖さを驚嘆しながら交々次の如く語った」とあって、それぞれの談話が、田中
貢太郎・榊山潤・井伏・高橋白日・添田さつき・中島英輔・山崎海平・佐々木克子の順に掲載されて
いる。
高知県立文学館企画展図録『田岡典夫-没後20年-』 (高知県立女学館、 2002年9月2日) 15
頁に本記事切抜が写鼻版で掲載。同図録は、慎重を期して切抜の写真版を1939年4月の高知訪問記述
のところに掲載するに留めて、掲載紙・掲載日附には触れていない。
井伏が田中貫太郎に連れられて博浪沙同人たちと高知を訪れたのは、 1935年5月(2日～8日滞在)
と1939年4月(12日～18日滞在)の2回で、井伏談話にもあるようにこれが2度目の訪問であること、
高知新聞社主催で「博浪沙文垂清談合」が開催されたのが1939年4月12日であり〔同日、高知新聞社
講堂で高知新聞社主催「博浪沙文轟靖談合」が開催されたことは、 『月刊随筆博浪沙』第4巻第5号
く5月号) (1939年5月5日) 15頁掲載の記事「博浪沙清談骨-」が「高知入りの晩高知新聞社講
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堂で同社主催の『博浪沙文轟清談倉』を行った。あひにくと南海の街は雨に暮れて行ったが、聴衆は
定刻の七時前席い講堂一杯の盛況だった」云々と伝えていることで確認できる)、その清談会につい
て本記事ではr本夜午後七時から本社主催の文垂清談骨に臨むはず」とする一方で、博浪沙一行が12
日室戸丸で高知港に到着したこと(室戸丸の高知港入港は午前8時)を報じ、加えて12日午後2時か
らの予定が雨天のために中止されたことも伝えているので、 1939年4月12日発行『高知新聞』夕刊に
掲載されたと推定した。なお、この前後の『高知新聞』、また、 1935年5月の『高知新聞』は、高知
県立図書館・高知市民図書館・高知市立自由民権記念館などにも所蔵されていず、未確認。
その後の再録はない.
r秀子の車掌さん」ロケエシヨン現地合談
珍書宣侍聯合食(東京市麹町匿丸ノ内-ノ八ノ五/大日本映皇事業聯合食内)発行『映童』第1巻
第9号(9月号、 1941年8月25日印刷納本、 1941年9月1日発行)の88貢～91頁に掲載。発行兼編輯
人印刷人・笠原嘉守、印刷所・共同印刷株式会社、定価30銭。
座談会。出席者、井伏鱒二(原作者)、成瀬巳善男(演出者)、高峰秀子・藤原鶏太・夏川大二郎(也
演者)、藤本最澄(製作者)。対談冒頭に藤本以外の出席者が揃った写真1集を掲げる。総ルビ。
目次には「「秀子の車掌さん」ロケ現地座談会　芸qLk:㍍」とある。
座談会冒頭に、座談会の趣旨を説明する、
この慶び、わが南旺映宜では、井伏鱒二氏原作の「おこまさん」を成瀬巳音男氏の脚色演出によ
って「秀子の車掌さん」と改題の上、製作することになりました。幸ひ、本日は原作者の井伏さ
んが、わざわざこのロケイシヨン先きまでお訪ね下さいましたので、この好機に同氏を囲んで座
談会を催したいと思ひます。又、今日は幸か不幸かこれはわれわれスタッフにとっては不幸なの
でありますが、天候のため撮影を中止しなければなりませんので、作品に封する研究の意味をも
含めて皆様に大いに談じて頂きたいと存じます。 ・･…・まあ、私が司合させて頂くことにしまして
。
との藤本の発言がある。
その藤本の発言に続いて「井伏氏の作品では第五回目の映童化」の見出しがある。以下、座談会中
には、 「まだ自作の撮影を見たことがない-」 「甲府にロケーションをしての感想は-」 「八観線
バスは本昔にあったといふ-」 「井伏氏と甲州とは深い関係がある-」 「バスを塗り換へて又塗り掲
へる話-」の見出しが附されている。
なお、成瀬・藤本が、井伏原作の映画として「東京の合唱」 「多甚古村」 「南風交響楽」 「響」と、
この「秀子の車掌さん」を挙げている.
座談会中で井伏作品最初の映画化とされる「東京の合唱」について、 『文巷年鑑』 (1932年版) (改
造社、 1932年10月18日、 776頁)は1931年8月封切日本映画・松竹作品のところに「原作北村小松、
監督小津安二郎、主演岡田時彦」と掲出し、日本映画データベース〔http://www.jmdb.ne.jp〕も松竹
キネマ(蒲田撮影所)製作、 1931年8月15日帝国劇場公開、小津安二郎監督、野田高梧脚色・潤色、
北村小松原案とするデータを掲げている。一方、松本武夫『井伏鱒二年譜考』 (新典社、 1999年12月
1日、 52頁)は、 「この年〔1931年-前田注〕、 「先生の廣告隊」の映画化『東京の合唱』 (監督　小
津安二郎・出演　岡田時彦、八雲恵美子、菅原秀雄、高峰秀子、他)が上映される。」としている。
「東京の合唱」の原作者として井伏の名前が出ていないことに成瀬が触れ、藤本も「あれは、昔時
私が北村小松氏に原作に就いて書いて貰ひたいと言ひましたところ、 「これは僕の原作ではない」と
言ふ……。」と発言している。成瀬が、井伏にその事情を質すと、井伏は「まあ、昔時の私の気持ち
としては、あまり表面に立ちたくない……そんな虚でしたよ。」と答えている。
日本映画データベースの「南風交響楽」の項には、南旺映画製作、東宝映画配給、 1940年7月24日
日本劇場公開、高木孝一監督・脚本作品とある。 『映書評論』第22巻第8号(8月号、通巻第170号、
1940年8月1日)には、原作・井伏鱒二、脚色演出・高木孝一「第一協圃・南旺提携第一回作品/し
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なりお/南風交響楽」が掲載されている(ノンブルは本文と別立て、 1頁～31頁。通しノンブルでは
141頁-171頁に相当.なお、半扉に「高木孝一」とあるのは誤植であろう)。
r管」の原作については、本号に掲載されたr智」に関わる記事にrr四つの済槽」より」と原作
が表示されている。また、 「南風交響栄」は、上記シナリオの内容から、 「丹下氏邸」 (『改造』第13巻
第2号、 1931年2月1日)・「銀座の牧ちゃん」 (『333』第2巻第1号、 1937年1月1日)の両作品
が原作と思われる。
本号には、この座談会のほか、 「管」 (ノンブルなし、 10貢に相当)、 r秀子の車掌さん」 (ノンブル
なし、 21貢に相当)、 「管」のスチール写真・広告(71貫)、 「映査物語」柵に「管J (108頁-109貢)、
「秀子の車掌さん」 (110頁-111頁)それぞれの梗概、 「スタヂオ通信」欄にも「管」 (114頁) ・ 「秀子
の車掌さん」 (115頁)の紹介がある。
『映套』第1巻第1号(1941年1月1日)のr『映套』年刊の辞」 (31頁)に、
今回、映皇事業にも新線制の確立をみ、業界舌衆の組織にも種々と革新の行はれますことは昔
然であります.
映童雑誌の上にも亦、同棲の統制がありまして、従爽各会社が韓行して参りました、それべ
の機関雑誌を打って一丸と成し、此鹿に大日本映麓事業聯合食より、新雑誌『映豊』を年刊致す
事となりました。
申すまでもなく、圃民大衆と最も親しく、最も大きな接購面を有する映童は、その影響すると
ころ極めて大、且つ直接でありますが故に、映書製作者の持つ使命は愈々重大なるものを痛感致
します.
本誌は、各社製作映童の宣博機関として鞍行致すものでありますが、雑誌本衆の念願と致しま
すところは、映童文化の向上進展に努力致さうと誓ふものに外ありません。
今日の映童は、最早や、新聞、ラヂオと同棲、或はそれ以上国家の公器として、単なる大衆享
iJii
楽の機関でなく、鼻に国民精神を漸養する教財であり、健全なる娯輿でなければならないと思ふ
のであります。
本誌は、製作会社と、映蛮愛好者との中間に在って、そのよき襖と成り、柳かでも業界の鳥め
に意義ある回覚板的使命を果し得れば幸であります。
昭和十六年一月
大日本映童事業聯合食
『映皇』編輯部
と、 『映皇』創刊の事情が配されている。
その後の再録はない。
チヌ釣り
株式会社新棟社(広島市外祇園町)発行『新棒』第2巻第2号(2・3月合併号、 1947年2月25日
印刷、 1947年3月1日発行)の32頁～33貢に「小説」として掲載.締集人・山本美代、発行人・本山
登一郎、印刷人・前川博J印刷所・東洋印刷株式会社、定価5円。
本文は1頁22字×30行× 3段。ただし、 32頁は15行取り2段抜きで標題と筆者名を入れ、 33頁本文
末尾には14行分を利用して「執筆者紹介」欄(本号執筆の目名の紹介)としているので、作品本文は
400字詰原稿用紙で8枚弱である。旧漢字・旧仮名遣。ルビなし。
「「健康増進」といふのは、おもてむきの口上である。私はr健康櫓進」のためといふ名目で、去年
の春から夏の終りにかけて、谷川-たびたび娩釣りに出かけてゐた。二百十日がすぎると鮭はたいて
い川Lも-落ちるので、秋になってからは海釣りに出かけて行くやうになった。海釣りも十一月にな
ってからは、ねらふ魚の種類に制限が加はって爽るらしいので、このごろ私は主としてチヌ釣りに出
かけてゐる。チヌは関東の漁師の言葉にしたが-ば、ケエヅである。海津と書くのが一般だが博識の
高田保の説によれば系圏と書くべきださうである。」と始まり、早朝に始めるチヌ釣りのため、前夜
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から泊まり込む福山の果物屋で見知った中等学校の生徒たち(彼らは、果物屋に通勤する二人の少女
を目当てに顔を出すらしい)が、自殺したいとロにしたことから始まる挿話を書く。
本号目次にはr小説」として、井伏「チヌ釣り」のほか、綾瀬しげる「お面」、大田洋子「青春の
頁」を掲出.
その後の再録はなく、新版全集にも未収録。
出さかりのもので-わが愛する夏の料理集-
昔琵婦人画報社(東京都藩医芝田村町二ノー○)発行『婦人画報』第528号(9月号、 1948年8月25
日納本、 1948年9月1日発行)の36頁にアンケート　「わが愛する夏の料理集」回答として掲載。編集
人・熊井戸立雄、発行人・柳沼滞介、印刷人・川上貞司、印刷所・繊道弘済禽印刷所、定価35円。
ヽ　ヽ　ヽ
旧漢字・新仮名遣。 「私は趣味が地方で、はしりのものより、季節の出さかりのものを好む.もぎ
たての、水のしたたるような来賓、店ざらしの取や魚の肉より小魚の干物の方が好きだ。芋薯類、南
瓜、豆類一切は噂好に適さない。」以上、井伏回答全文。井伏回答冒頭の「私は趣味が地方で」は「私
は趣味が地味で」などとあるべきところか。井伏の肩書きは「作家J　とある。
本文は「わが愛する夏の料理」とあるが、目次には「わが愛する夏の料理集」と「集」の字が入っ
ている。井伏のほか、高済虚子・上林噴・江戸川乱歩などの回答も掲載されている。
その後の再録はなく、新版全集にも未収録。
源太が手紙
日東出版社(東京都千代田匿神田鎌倉町十六)発行『電信電話』第5巻第10号(10月号、 1953年9
月25日印刷、 1953年10月1日葬行)の62頁～63真に掲載。挿画・三田康。編集・日本電信電話公社宣
伝課、発行者・柴田賢次郎、印刷所・株式会社秀英社、定価45円。
新漢字・旧仮名連。ルビなし。
本号には井伏作品のほか、佐藤春夫r電話後日ばなし」 (20頁～21貢)、清水基吉「順吉と面」 (64
頁～65貫)や、平林たい子〔肩書きは「作家」　とし、脇に(元交換手監督)とある)が参加した座談
会「あの頃この頃」 (8頁～15頁)も掲載されている。
『ななかまど』 (新潮社、 1955年2月1日)に、同額で初収録。新版全集第17巻には初出未確認の
まま、同書を底本に用いて収録。
以下に、初出と初刊単行本『ななかまど』との本文の異同箇所を、初出本文- 『ななかまど』所収
本文の順に示す。参考のために新版全集の該当頁・行を/の後に加えた。なお、 (中略)は原文のま
まで、 【中略)は前田による。また、 『ななかまど』が二重カギを使用しているところは、新版全集で
は小カギを使用している。
未知の人から身の上相談の手紙を貰った。こんなことは初めてである(62頁上段3行目～4行
目) -未知の人から身の上相談の手紙を貰った(156貫2行目/517頁2行目)
名前も伏せておくが、 (62頁上段5行目～6行目) →名前は伏せておくが、 (156頁3行目/517貢
3行目)
職業は郵便配達である。 (62着上段6行目～7行目) →郵便配達夫である(156頁4行目/517頁
3行目～4行目)
律気者ではあるが少しばかり(62頁上段7行目～8行目)→律来者ではあるが、少しばかり(156
頁4行目～5行目/517頁4行目)
行くにも寄り、帰るにも寄る、一戸の離れ家がある(62頁上段12行目～13行目) →行くにも寄
り,締るにも寄る一戸の離れ家がある(156頁8行目/517頁6行目～7行目)
いつも差出人の住所(姓名)を(自分は)読んできかす(62頁上段19行目～20行目) →いっも
差出人の住所(姓名)を諌んできかす(157頁2行目-3行目/517頁10行目)
私は感心した(62頁上段21行目) →私はぎくりした。 (157頁4行目/517頁11行目) 〔旧版全集
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第11巻100頁11行目には「私はひやりとした。」とある〕
ところが、その三四通の手紙を(62頁下段4行目) - 「ところが、娘から渡されたその三四通の
手紙を(157頁10行目/518頁2行目)
書いてあった. (62頁下段7行目～8行目) -書いてあった。」 (157頁13行目/518頁4行目)
その翌日、たまたま(62頁下段9行目) - rその翌日、たまたま(157貫14行目/518頁5行目)
「昨日のことがわかりましたか。」 (62頁下段10行目) - 『昨日のことがわかりましたか。』 (157
頁14行目　-158頁1行目/518頁5行目)
「わかりましたが〔中略〕困ります。」 (62頁下段11行目～12行目) - 『わかりましたが〔中略〕
困ります。』 (158頁1行目-2行目/518頁6行目)
「何とか、よい方法はありませんか。」 (62頁下段13行目) -『何とか、よい方法はありませんか。』
(158頁3行目/518頁7行目)
「それでしたら〔中略〕おきませうか。」 (62貫下段14行目～15行目) - 『それでしたら〔中略〕
おきませうか。』 (158頁3行目～4行目/518頁7行目～8行目)
娘は暫く考-てr鶏′)、屋のなかの柵に、モッコを〔中略〕モッコのなかに入れておいて下さい。」
と云った。 (62頁下段15行目～17行目) →娘は暫く考へて、 『鶏小屋のなかの棚に、モツコを〔中
略〕モッコのなかに入れておいて下さい。』と云った。 (158頁4行目～6行目/518頁8行目～
9行目)
モッコのなかに入れて来るやうになった。 (62真下段19行目) →モッコのなかに入れて爽るやう
になった。 (中略)」 (158頁7行目/518頁10行目)
究意な場所(62頁下段23行目)一層尭な場所(158頁10行目/518頁12行目)
やっぱり源太からの手紙は(63頁上段2行目) →やっぱり源太から手紙は(159頁3行目/518頁
18行目)
(自分は、そんなことは) (63貢上段3行目) → (自分はそんなことは) (159貢4行目/518頁18
行目)
悪党の源太のろくでもない手紙(63貢上段18行目～19行目)→審幕の源太の、ろくでもない手紙
(159貫14行目　-160頁1行目/519貴6行目)
納屋の石垣の下に(63頁上段29行目) →納屋の石崖の下に(160貴8行目/519頁12行目)
日曜以下の日は、 (63頁下段4行目) →日曜以外の日は、 (160頁12行目/519頁15行目)
無論娘の留守のときには(63頁下段5行目) -無論、娘の留守のときには(160頁12行目～13行
目/519貴15行目)
すごすご帰った。帰りに娘さんに(63頁下段11行目～12行目) -すごすご掃った。」 / 「鰐りに
娘さんに(161頁3行目～4行目/519頁19行目～20行目)
婿におさまるのが(63頁下段22行目) -婿にをきまるのが(161頁11行目～12行目/520頁5行目)
無頼漢に近い。どうしたらいゝだらう(63頁下段25行目) -無頼漢に近い。どうしたらいいだ
らう(161頁13行目～14行目/520頁7行目)
その手紙には「源太が手紙」といふ額もつけてある。この雑文にもその題名をつける。 (八月三
十日) (原文のまゝ) (63頁下段28行目～30行目) -その手紙には「源太が手紙」といふ堰をつ
けてある. (二十八年八月三十日) (162頁2行目-3行目/520頁9行目)
〔文芸坐開館一周年〕
池袋文芸坐(所在地記載なし)発行『BUNGEIZA』 (文芸坐特別プログラム) (1957年3月19日発
行)の1頁に掲載。弟行者・加藤裕司、編集者・井上重臣/増井昭治、印刷所・ADスタヂオ印刷部、
価格記載なし。
本冊子はA4判本文8頁(表紙は別紙)。表1に「BUNGEIZA」　とあるだけで、冊子の内容や性格
を示す文字は印刷されていない。 (文芸坐特別プログラム)との名称を附したのは、 8頁掲載の「後
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記」に「この特別プログラムでは、私たちの特色、文芸坐のカラーを最大限に発揮してみたいと思い
ました。おざなりな記事は一切廃して、充実した内容を盛り込んだっもりです。井伏、徳川両先生の
エセエなどは、他のプロでは決して見られぬものでありましょう。」と「特別プログラム」の呼称が
用いられていることに拠る。
現物刊記に「昭和二十二年三月十九日」とあるが、文芸坐オープン(1956 〔昭和31〕年)その他の
記録、使用された紙質が昭和22 (1947)年のものとは思われないなどの理由で、 「昭和三十二年三月
十九日」の誤植と判断した。
1貢に開館一周年を記念する三角寛・横山隆一・井伏・徳川夢声の文章がある。三角文の冒頭に三
角のポートレート1集を掲げ、その下に「一周年」の文字がある。このr一周年」というのは三角の
文章の標層であり、井伏文には個別の標題がないものと見て仮に〔文芸坐開館一周年〕とした。なお、
横山は漫画に文革(個別標題はない)を添え、徳川文には「冴え返る」の個別横顔がある。 2-6頁
に一周年記念番組として上映されたと思われる10作品(下記『人世坐三十五年史』附載「文芸坐　上
映作品目録(昭和31年3月～昭和34年1月)」に拠れば、上映初日は1957年3月19日～4月16日)の
紹介、 7貢に無署名「文芸坐の歩み」、無署名「文芸地下のあゆみ」、及び、文芸会館人世坐副社長・
三浦大四郎〔無題〕、文芸坐文芸地下支配人・加藤裕司r日本映画界一年の動き」を掲載し、 8頁に
はr文芸坐の一周年をお迎えして-映画観客団体として良い映画館、を支持します。」と題した城北
映画サークル協議会の文章、 r文芸会館人世坐(文芸坐、人世坐、文芸地下、弁天坐) /株主名簿」 「後
記」などを掲載.なお、 「徳」 r徳J 「館」 「舘」の字形が混在しているが、原文のままに引用した。
新版全集別巻Ⅱには、三浦大四郎席『人世坐三十五年史-焼け跡から文芸坐まで-』 (株式会
社人世坐、 1983年11月1日) 134頁掲載写真版と、そのキャプション「文芸坐開館一周年記念パンフ
レット」に拠って収録した。その際、判読できなかったところは「ロロロ風」 (新版全集別巻Ⅱ、 68
貢4行目)とし、 「解軌には「「清新酵風」などとあるべきところか」と記したが(601貢)、現物に
は推定の通り「清新辞風」とある。
モンパルナスの灯
曹霞新潮社(東京都新宿区失衆町七一)発行『轟術新潮』第9巻第10号(10月号、 1958年10月1日発
行)の188頁-193頁に、 「映画」欄の「試寓室にて」の1編として掲載。編集兼発行者・佐藤義夫、
印刷者・長久保慶一、印刷所・大日本印刷株式会社、定価190円(地方売価195円)。
座談会.出席者、井伏鱒二、蘭島慶子、佐伯米子、楠田薫。 188頁に白抜き横書きで「モンパルナ
スの灯」、その上部に縦書きで「原作……ミシェル・ジョルジュ・ミシェル/脚本・監督……ジャッ
ク・べッケル/潤色……アンリ・ジャンソン、マックス・オフユルス」とある189頁には「モンパ
ルナスの灯」の出演者のポートレートを、モジリアニが描いた肖像画(モジリアニ本人のみ写真)と
ともに掲載し、 190頁.193貫では各場面のスチール写真にキャプションを附けて粗筋を紹介している。
座談会には、 「モジリアニとその周りの人びと」 「パリの個展、画塾など」、 「轟術家の悲しさ」の見
出しが附されている。
なお、本号の「映画」柵は、 「映画の話題」 ・ 「海外短信」、それに1編ずつの映画を詩風こする座談
会「試寓室にて」で構成され、 「試寓室にて」には、 「モンパルナスの灯」のほか、内村直也・安岡章
太郎・細川ちか子「愛する時と死する時」 (184頁-185頁)と、市川昆・北原武夫・永井智雄「めま
い」 (185頁-186頁)の二つの鼎談が掲載されている。
その後の再録はない。
ほんものにせもの-座談会-
婦人画報社(東京都港区芝田村町三ノ八)発行『婦人画報』第677号(12月号、 1960年12月1日発
行)の150貫-154頁に掲載。編集人・川辺武彦、発行兼印刷人・近藤善勝、印刷所・共同印刷株式会
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社/大日本印刷株式会社/凸版印刷株式会社/二乗印刷株式会社/横山印刷株式会社/株式会社東京
印書館/株式会社恒陽杜印刷所/東京グラビヤ株式会社/千代田グラビヤ株式会社/中央製版株式会
社/弘済印刷株式会社、定価160円。
座談会.出席者、井伏鱒二(作家)、河上徹太郎(評論家)、藤原審爾(作家)。出席者のポートレ
ート各1葉を掲載。冒頭に太字で「久しぶりに神田の古本屋をのぞいた。棚の本はさして変らず、た
だ古びてゆく。主じ、あがったりです、と云う。うそ寒い朝であったが、午頃よりややあたたかくな
る。座談会は、六時ごろはじまった。焚きしめた香いかにもつよし。 / (藤原記)」とある。本文末
尾に「(於鶴登久)」　とある。
座談会には、 「また国宝があった!」 「贋作ということは批評だ」 「御坂峠の名犬について」 「ひと目
みてということ」 「政治についての提言」の見出しが附されている。
その後の再録はない。
新春 吉備のくに漫歩-土曜放談-
山陽新聞社(岡山市柳町2丁目1番23号)発行『山陽新聞』 (朝刊)第30546号(1968年1月6日発
行)の10面「土曜放談」欄に掲載。
座談会。出席者、井伏鱒二、大山康晴、藤原弘達。出席者のポートレート各1薬を掲載。リードに
は「新春最初の土曜放談は、作家の井伏鱒二さんと将棋の大山康晴名人のお二人を相手に藤原弘達さ
ん(明大教授)にお廉いした.井伏さんと大山さんは、道をはさんですじ向かいに家がある隣組。お
年は親子ほどの違いがあるが、大山さんは大の将棋好きの井伏さんのコーチ役である.こんなところ
から、三人で新春放談を-1ということになったしだい。 /井伏さんは長い創作活動に対して一昨年
文化勲章を贈られ、また昨年はこれが庶民の本当の原爆日記だといわれる　「黒い雨」を発表して大き
な話題を投げた。大山名人はいまさら紹介するまでもなく岡山出身の棋界の王者。したがって話題は
しばらく将棋淡議に花が咲き、やがて山陽路のよもやま許-。備後の人はどこかおっとりして人間が
甘いが、岡山の人は「晴耕雨読」型できびしいという井伏評も飛び出して人物、風土、文化を織りま
ぜた新春吉備の国漫歩の放談となった。」　とある。なお、リードには、文化勲章受章の翌年に『黒い
雨』が発表されたように記されているが、井伏の文化勲章受章は1966年11月3日、単行本『黒い雨』
が新潮社から刊行されたのは1966年10月25日(『新潮』連載は1965年1月　-1966年9月)で、同じ1966
年のことである.
それぞれ次のような略歴が紹介されている。 「いぶせ・ますじ　本名・満寿二。作家。文化勲章受
章。大正十二年早大文学部中退。同年処女作「山栂魚」を発表。いらい現在まで創作活動を続けてい
る.昭和四十一年度の文化勲章を受けた。井伏文学には冷徹な文体の底に哀愁を帯びた詩情を秘め、
独特のユーモアの奥に庶民の生きる姿をみつめる暖かいマナザシがたえずそそがれているといわれ
る。代表作には「ジョン万次郎漂流記」 (昭和十三年第六回直木賞) 「漂民宇三郎」 (三十年日本芸術
院賞) 「本日休珍」 (二十五年読売文学賞) 「かるさん屋敷」 「駅前旅館」 r黒い雨」などがある。広島
県深安郡加茂村出身。六十九歳。曳住所・東京都杉並区清水一ノ十七ノ一。」 「おおやま・やすはる
昭和十年十二歳で故木見金治郎九段の門下にはいる。十二年に初段から二段-。年を追って昇段し、
十六年に五段、二十三年に八段。二十七年木村十四位名人を破って名人位につき・、いらい三十二、三
十三両年升田八段に敗れたほかは連続名人位。三十一年には規定により十五世名人の資格を獲得、三
十三年には九段に、四十年には永世棋聖位を獲得O.棋界の最高位の名人、九段、王将、王位、十段、
棋聖を独占していたが、昨年山田道美八段に棋聖をうばわれた。岡山県倉敷市西阿知町出身。四十四
歳。現住所・東京都杉並区清水一ノ十一ノ七。」なお、井伏の早稲田退学は大正11 (1922)年とする
のが通説で、井伏は、 「漂民宇三郎」その他によって昭和30 (1955)年度の日本芸術院賞を昭和31 (1956)
年5月30日に受賞している(『井伏鱒二の世界』井伏鱒二追悼一周年事業実行委員会、 1994年11月9
日、 50頁に写真版で掲載された賞状の文言・日附に拠る)。
座談会には、 「小魚が食べたい/甘味のある瀬戸内もの」 「名人より古い棋歴/藤原、木山さんが強
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い」 「好きでやめられぬ/大山　苦しいより楽しい」 「 〝文人趣味〟の伝統/甘い広島、岡山は冷徹」
の見出しが附されている。
井伏の発言では、藤原に「地理的に近いせいもありますが、岡山と広島の〝血のつながり〟はどう
でしょう。」と問われて、 「明治時代から結婚はたいてい備中からするのです。養子をとるのも、嫁を
とるのも。ぼくのおやじなんかも岡山県から養子にきたのですよ。文化の面では井原市の興譲館-行
った人がたくさんいますよ。」と備後・備中の姻戚関係に触れる部分や、 「ぼくは旅をしてみて、風土
的にいいのは岡山県の日生(和気郡)から山口県の柳井あたりまでが一番いいと思うのです。」とい
った瀬戸内の風土への愛好を洩らした箇所が注目される。
なお、藤原は井伏と同じ福山中学(福山誠之館中学)の出身。毎週土曜日に掲載される「土曜放談」
は藤原がホストを務めて、以後、三菱原子力工業社長の妹尾三郎を迎えた「造船王国の将来」 (1月13
日)、詩人・作詞家の藤浦枕を迎えた「歌の退廃を憂う」 (1月20日)、東京国立博物館工芸課長の佐
藤貫-を迎えたr日本人と刀剣」 (1月27日)と続く。
その後の再録はない。
対談・わが蒲田-匡本日休診』の背景-
「蒲田名店」刊行会(東京都大田区東矢口2-14-22)発行『蒲田名店』創刊号(11月号、 1969年10
月10日印刷、 1969年11月1日発行)の10頁～13頁に掲載。編集人・今村義治、発行人・山崎薫、印刷
所・㈱光書館、製作代行・創史杜、定価50円。
南雲今朝男との対談。 10頁には、対談者の肩書と名前を「作家・井伏鱒二」 「医師・南雲今朝男」
と記し、井伏・南雲のポートレート、及び「松竹で映画化された「本日休診」の出演俳優とモデルと
なった南雲氏」というキャプションを附けた写真を掲げる。
11頁には、 「本日休診」本文冒頭を引用し「これは、救いなき戦後の蒲田の位相を背景に、作家井
伏鱒二によって描かれた小説「本日休診」の書き出しである。この三雲八春のモデルは、南雲産婦人
科病院院主　医学博士南雲今朝男先生であった。 /秋も深まる去る日、井伏鱒二氏は、南雲氏と、昔
日の蒲田の面影を求めて、なつかしげに語り合われたのであった。」とある。
対談中に見出しは附されていない。大正7、 8年頃、鎌田の撮影所に出入りしていた井伏が、監督
の牛原虚彦に頼まれてバーの場面にエキストラとして出演したこと、また、井伏が南雲宅を「文春の
中戸川、徳田両記者」と昭和24 (1949)年に訪れたことなどが話題になっている。
奥附・表4には、誌名が「蒲田名店」とあり、表紙には「かまためいてん」と仮名書きする。森省
一郎が描いた表紙画のデザインの一部として、表紙のそれは「かまためいてん」と仮名書きさたれと
思われるので、ここでは誌名を奥附などに従って「蒲田名店」とした。なお、奥附・表4で「毎月1
回1日発行」と廻っている。本創刊号はB6判、表紙を含めて全64頁。
「編輯後記」に当たる「編集MEMO」は、創刊の趣旨を、
☆東京の表玄関、羽田に隣接したターミナルセンターとしての蒲田の将来は、新宿、池袋〔、〕
渋谷にも負けず劣らずの発展への条件と可能性を秘めているといえます。月刊「蒲田名店」は、
商店と消費者とのこころのパイプ役にとどまらず、発展する蒲田の文化的先導役をも果していき
たいという願いをこめて発刊したものです。
とし、井伏対談を含めた編輯内容について、
☆蒲田の繁栄を願い、蒲田を愛するみなさんより、産声をあげたばかりの本誌への成長をお見守
りください。まだ、満一才でヨチヨチ歩きですので、導びきの手を借りないことには、べそをか
いたり、よろめいたりしないとはいえません。ナグモ産婦人科院主・南雲今朝男氏、 「本日休診」
の〝産みの親〟作家・井伏鱒二氏、日経取締役・大和勇三氏、朝日1社会部デスクの宗田文隆氏な
ど多くの方々より、編集上特別のご配慮をいただき、誌上を借りてお礼申しあげます。
と記している。
その後の再録はない。
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藤原啓の酒徳利
株式会社天満屋発行『藤原啓喜寿記念展』 (1974年、印刷日なし)の5貢(ノンブルなし)に掲載。
現物巻末「年譜」末尾に小さく、
発行　　　株式会社天満屋
写真　　　中村昭夫
レイアウト　平田　稔
印刷　　　丸山印刷株式会社
C     　　一九七四年
とある。本冊子は縦24cm×横25cmの大きさ.巻頭に藤原啓書「流水先不争」 (裏白)を掲げ、続いて
藤原啓のポートレートがある。藤原啓のポートレートの裏から、 1頁ずつ、松岡良明「ごあいさつ」、
井伏「藤原啓の酒徳利」、小山富士夫「藤原啓氏喜寿記念展」、中村才八(岡山県備前焼陶友会々長)
「米寿-のスタートに」以上4篇の文章を配する。それに続いて藤原啓作品をカラー印刷16丁(裏白)、
モノクロ印刷29丁(両面印刷)で掲載し、落款集(1貢)を置く。末尾に藤原啓「ごあいさつ」 (2
頁)、 1974年迄の「年譜」 (2段組、 4頁)がある。いずれにもノンブルはない。なお、藤原啓の書は、
『准南子』原遺訓の「水下流不争先」が出典かと思われる。
井伏文、 18字×26行。ルビなし.新漢字・旧仮名遣(ただし、促音は小書き)。 「人から聞いた話だ
が、クレーマンといふアメリカの好事家が藤原啓のおあづけ徳利を見て」と始まる。　このクレーマン
の評言を引用した後、井伏は「叙情詩人から陶芸家に一転しても詩魂」の消えないことが藤原の特質
であると述べる。
小山「藤原啓氏喜寿記念展」冒頭に「藤原啓さんは今年七十七の賀を迎えられ、これをことほいで
記念回顧展が岡山の天満屋でひらかれるとのことである」とある。 C表示に従って、 1974年発行と表
示したが、藤原啓記念館ホームページ〔http ://www.fujiwarabizen.com/fujiwara-bizen/fujiwara_kei/fu
jiwara_kei.html〕 (2006年7月12日確認)の「藤原啓年譜」 1974年2月の項に「岡山天満屋で「藤原
啓喜寿記念展」を開催する」とあるので、本冊子はこの記念展の図録として1974年2月に刊行された
と推定される。
その後の再録はなく、新版全集にも未収録。
対談　思い出の舞台
国立劇場事業部(東京都千代田区隼町4番1号)編集・発行『国立劇場』 (第七十三回-九月歌
舞伎公演)改訂版(1975年9月4日葬行)の44頁～47頁に掲載。印刷・凸版印刷株式会社、定価300
円。
本冊子は縦55.7cm×横21cmの大きさ。全61貢。表1に「第七十三回-九月歌舞伎公演国立劇場」、表4
に「昭和五十年九月/73」、背に「阿国御前化粧鏡　73」、扉に「阿国御前化粧鏡」とある。国立劇場
9月歌舞伎公演「阿国御前化粧鏡」 (9月4日初日、 9月28日千秋楽)の記事を中心に構成。奥附に
のみ「改訂版」とある。なお、奥附には、上記のような編集・発行所の名称などが記載されているが、
冊子そのものの名称はない.
永井龍男との対談。井伏と永井の名前の下にそれぞれ「(作家)」と添えられている。冒頭に井伏と
永井が並んだ写真1集と、対談中にそれぞれのポートレート1菓ずつを掲載。
リードに「上京して初めて、通の先輩に連れられて歌舞伎を観られたという井伏氏と、東京生れで、
幼い頃から歌舞伎や寄席に通われた永井氏を迎え、印象に残る名優や舞台などについて語り合ってい
ただきました。」とあり、対談中には「初めての観劇」 「帝劇のこけら落し」 「舞台今昔」 「小芝居あれ
これ」 「芝居の雪」の見出しが附されている。
その後の再録はない。
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〔高田牧舎へのメッセージ〕 〔森谷千恵子『セザンヌへの道のり』帯文〕
高田牧舎(東京都新宿区戸塚1-101)発行高田牧舎創業80周年記念『牛の歩み』 (1982年11月1日
発行)に「高田牧舎へのメッセージ」の1篇として34頁に掲載。編集・藤田英子、印刷・株式会社早
稲田大学印刷所、非売品。
本冊子はA5判、全56頁。奥附には「高田牧舎創業80周年」とあるが、表1 ・背表紙には「高田牧
舎創業八十周年記念」と「記念」の文字が入っている.
「◆井伏鱒二(文筆業)/牧舎の八十年祭万慶です。ぼくは大正六年、予科生のとき川口尚輝に連れ
られて牧舎に行きクリスマスの七面鳥を御馳走になりました。初めて食べる料理でした。ハルちゃん
といふ給仕の少女がゐました。先年、牧舎へ行って、ハルちゃんといふ子がゐたがどうしてゐるかね
と訊くと、ノソレコ婆さんは巣鴨の方で丈夫でやってゐますといふことであった.」以上、井伏全文。
なお、 「高田牧舎へのメッセージ」は、 Ⅰ、 Ⅱ、 Ⅲの3部で構成、井伏文はⅢのところに掲載。 「高
田牧舎へのメッセージ」については、 「謹啓　初夏の候ご清祥にてお過ごしのこととお慶び申し上げ
ます。 /さて、早稲田の「高田牧舎」も明治三十八年創業いらいやがて近く満八十年を迎えることが
できました。これもひとえに皆様方のご愛顧の賜ものと感附の気持でいっぱいでございます。つきま
しては、八十年を回顧しささやかな小冊子を編集して皆様-のお礼といたしたく、ご多用中恐縮でご
ざいますが、 「高田牧舎へのメッセージ」を頂戴できますならば望外の幸せでございます。なにとぞ
微意をお汲みとりくださいまして、突然のことながらよろしくご協力の程お願い申し上げます. /七
月上旬、諸先生方に右のようなお願いを致しましたところ、数多くのメッセージを項戴することがで
きました。お書きくださいました原稿(ハガキ)は、記念としてながく保存させていただきます.な
お、三部に分け、それぞれ配列は五十音順でございます。」との説明が2頁の上段にある。
その後の再録はなく、新版全集にも未収録。
〔森谷千恵子『セザンヌ-の道のり』帯文〕
株式会社牧羊杜(東京都渋谷区渋谷2-12-12)発行、藤谷千恵子著『セザンヌへの道のり』 (1990
年12月10日発行)の帯に掲載。発行人・川島寿美子、印刷・三和印刷株式会社、定価1850円(本体1796
円)。
「藤谷さんは、約十年くらゐ前からパリ近郊へ何回か出かけ、セザンヌの故郷へは五回出かけた。
その間に前書の「セザンヌの散歩道」と、この「セザンヌへの道のり」を書上げた。」以上、井伏全
文.この井伏文は、 『セザンヌへの道のり』出版のことが加筆された以外は、藤谷千恵子『セザンヌ
の散歩道』 (牧羊社、 1988年12月28日)掲載「序」の最終段落(新版全集第27巻563頁)と殆ど同じ。
なお、帯には、吉井長三(「吉井画廊」社長) 「セザンヌの歩いた遥」も掲載されている。
その後の再録はなく、新版全集にも未収録。
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